
東
由
利
地
域
出
身
の
作
曲
家
・
小
松
耕
輔
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
、

地
元
で
開
か
れ
て
き
た
音
楽
祭
が
25
回
目
を
迎
え
て
、
今
回
か
ら

「
市
民
音
楽
祭
」
と
な
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
飾
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
12
日
、
カ
ダ
ー
レ
で
。
記
事
は
７
㌻
）
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Q1  

　１.  平成30年７月
　２.  平成30年９月
　３.  平成30年11月

（仮称）鳥海山 木のおもちゃ
美術館のオープン予定は？ Q2

　１.   ８人
　２.  10人
　３.  12人

秋の叙勲・危険業務従事者
叙勲、市内の受章者数は？

店
主
の
小
松
信
行
さ
ん

（
64
歳
）に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。 こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の

「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、東
由
利
地
域
の

「
や
ま
し
ち
商
店
･
パ
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン
ハ
ウ
ス 

ブ
ツ
」
で
す
。

看板犬のチワワ・ぽぽちゃん
に会うのを楽しみに訪れる
お客さんも。

団体客もゆっくり
できる広々空間。1２1２/ 2９2９（火

）までまで
12/ 19（火

）まで
読 者
プレゼント

やましち商店・
パブレストランハウス ブツ

人々が集う人々が集う、地域の憩いの場地域の憩いの場
《第67回》《第67回》

人々が集う、地域の憩いの場
《第67回》

《東由利老方字老方24番地  ☎69－3013》《東由利老方字老方24番地  ☎69－3013》《東由利老方字老方24番地  ☎69－3013》

東由利地域東由利地域 やましち商店･やましち商店･
パブレストランハウス パブレストランハウス ブツブツ
《東由利老方字老方24番地  ☎69－3013》《東由利老方字老方24番地  ☎69－3013》

東由利地域 やましち商店･
パブレストランハウス ブツ

●
コンビニ

●
●

SS

羽後信用金庫

〒

⬆至本荘地域

●107107

●

用金庫 や
ま
し
ち
商
店

消防署
東由利分署

黄桜温泉 湯楽里
道の駅東由利

「カラオケを歌う人も、のんびり晩酌したい人も、
　気軽に来てゆっくりしていってください」

や
パ

●●
コンビニコンビニ

⬆⬆⬆至至⬆⬆本荘

1111111 777707707

黄桜温泉
道の駅

ココ
黄
道

○営業時間 １階は８:00～19:00頃
　　　　　  ２階は17:00～ 0:00頃
○不定休

　

飾
ら
ず
自
然
体
な
雰
囲
気
の

信
行
さ
ん
と
、
明
る
く
元
気
な

奥
さ
ん
の
由
子
さ
ん
。
揚
げ
物

と
焼
き
物
は
信
行
さ
ん
、
炒
め

物
と
煮
物
は
由
子
さ
ん
と
い
う

よ
う
に
、
仕
事
は
何
で
も
担
当

を
分
け
て
け
ん
か
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

時
々
生
じ
る
た
わ
い
な
い
夫
婦

げ
ん
か
も
お
客
さ
ん
の
楽
し
み

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。

そ
ん
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
和
や

か
な
空
気
の
一
方
で
、
料
理
は

信
行
さ
ん
の
プ
ラ
イ
ド
が
感
じ

ら
れ
る
本
格
派
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
な
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
み
に
、

皆
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
？

「川ガニのみそ」は季節限定。
なくなり次第終了なので、要チェック。

１階の店内。近所の人たちが
気軽に集います。

■
あ
ら
ま
し

　

元
々
は
父
・
七
次
郎
さ
ん
が

始
め
た
酒
屋
。
飲
食
店
な
ど
で

修
行
を
積
ん
だ
信
行
さ
ん
が
40

年
前
に
戻
り
、
２
階
で
パ
ブ
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ブ
ツ
」
も
経
営
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
、
主

に
夫
婦
二
人
三
脚
、
時
々
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
。

１
階
の
商
店
で
は
、
お
酒
や
た

ば
こ
の
ほ
か
に
お
菓
子
や
ち
ょ
っ

と
し
た
食
料
品
を
販
売
。
看
板

の
一
品
。
濃
い
め
の
味
付
け
な

が
ら
最
後
に
カ
ニ
の
風
味
が

し
っ
か
り
残
り
、
後
を
引
く
お

い
し
さ
。
電
話
注
文
を
受
け
て

販
売
も
し
て
い
る
。

■
よ
ろ
こ
び

　

ス
キ
ー
や
釣
り
、
ゴ
ル
フ
な

ど
昔
は
多
趣
味
だ
っ
た
の
で
、

店
を
通
し
て
人
の
輪
が
広
が
り
、

み
ん
な
の
交
流
の
場
に
な
っ
た

こ
と
が
う
れ
し
い
。
元
々
お
酒

が
好
き
で
、
趣
味
が
高
じ
て
仕

事
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
。
皆

さ
ん
と
楽
し
く
会
話
を
し
な
が

ら
仕
事
が
で
き
る
の
は
幸
せ
な

こ
と
。

■
こ
れ
か
ら

　

こ
の
歳
ま
で
や
っ
て
い
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
が
、「
ブ
ツ
」
も

40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
あ
と
は
人
生
の
ん
び
り
、

今
ま
で
通
り
や
っ
て
い
く
だ
け
。

周
り
に
店
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
続
け
ら
れ
る
う
ち

は
続
け
て
い
け
た
ら
。

犬
の
ぽ
ぽ
ち
ゃ
ん
も
活
躍
し
、

地
元
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
。

■
メ
ニ
ュ
ー

　

２
階
で
出
す
料
理
は
、
ピ
ザ

や
麺
類
、
揚
げ
物
、
炒
め
物
、

焼
き
物
、
煮
物
の
ほ
か
、
お
つ

ま
み
の
種
類
も
豊
富
。
中
で
も

馬
舌
や
焼
き
ア
ナ
ゴ
は
こ
の
へ

ん
で
は
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な

い
珍
味
で
、
気
に
入
っ
て
毎
回

注
文
す
る
お
客
さ
ん
も
い
る
。

「
少
し
値
が
張
っ
て
も
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
で
、
信
行
さ
ん
が

こ
だ
わ
っ
て
仕
入
れ
て
い
る
。

　

９
月
か
ら
12
月
の
初
め
に
か

け
て
は
、川
ガ
ニ
の
み
そ
も
人
気
。

地
元
の
高
瀬
川
で
と
れ
た
カ
ニ

を
使
い
、独
自
に
配
合
し
た
み
そ

や
酒
か
す
、
卵
の
黄
身
な
ど
を

合
わ
せ
て
調
理
し
た
も
の
で
、
ご

は
ん
に
も
お
酒
に
も
ぴ
っ
た
り
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校
歌
ダ
ン
ス
披
露
、少
年
式
も
行
う西目中学校の全校生徒が「校歌ダンス」を披露

　

本
荘
北
中
学
校
（
池
田
博
和

校
長
、３
９
３
人
）
の
記
念
式
典

は
11
月
17
日
に
同
校
で
開
催
さ

れ
、
市
や
石
脇
財
産
区
議
員
、

学
校
運
営
協
議
会
委
員
な
ど
、

約
５
４
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
池
田
校
長
が
「
本

校
は
校
舎
前
の
少
年
像
に
刻
ま

れ
た
『
玉
磨
か
ざ
れ
ば
光
な
し
』

の
精
神
の
も
と
、『
夢
を
持
ち
、

志
高
く
』
の
教
育
目
標
を
追
求

し
て
き
た
。
今
年
、
伝
統
の
継

承
と
未
来
を
開
く
新
た
な
挑
戦

で
数
々
の
行
事
に
取
り
組
ん
だ

全
校
生
徒
を
誇
り
に
思
う
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
谷
部
勝
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
（
実
行
委
員
長
）
は
「
歴
代
の
全

校
生
徒
が
一
致
団
結
し
取
り
組

む
こ
と
で
、
70
年
と
い
う
歴
史

が
育
ま
れ
た
。
今
後
も
関
係
す

る
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

記
念
事
業
実
行
委
員
会
か
ら

生
徒
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
後
、

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
劇
団
四
季
代
表

取
締
役
会
長
の
佐
々
木
典
夫
さ

ん
の
講
演
や
作
曲
家
・
鈴
木
英

史
さ
ん
の
校
歌
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
式
典
序
曲
の
演
奏
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
校
の
卒
業
生

は
１
９
５
７
２
人
。

小
助
川
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

生
徒
会
長
の
熊
谷
君

土
倉
校
長

　

西
目
中
学
校（
土
倉
新
也
校
長
、

１
７
２
人
）
の
記
念
式
典
は
10
月

28
日
に
同
校
で
開
催
さ
れ
、
約

２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

全
校
生
徒
が
「
校
歌
ダ
ン
ス
」

を
披
露
し
た
後
、
式
典
に
入
り
、

土
倉
校
長
が
「
本
校
は
学
習
と

部
活
動
、
文
武
両
道
で
全
国
に

西
目
中
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
『
希
望
・

友
情
・
鍛
錬
』
の
立
志
三
訓
の

実
現
を
目
指
し
、
新
し
い
中
学
校

の
創
造
に
向
け
て
努
力
す
る
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
助
川
伸
志
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
（
実
行
委
員
長
）
が
「
西
目
中

に
は
70
年
分
の
み
ん
な
の
思
い

出
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん

の
心
に
残
る
出
来
事
を
見
守
り

続
け
、発
展
す
る
こ
と
を
願
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
前
期
生
徒
会
長

の
熊
谷
陸
君
（
３
年
）
は
「
70

周
年
記
念
の
体
育
祭
や
西
中
祭

で
は
生
徒
が
一
丸
と
な
り
新
し

い
試
み
に
取
り
組
ん
だ
。
校
歌

は
人
の
心
に
あ
り
続
け
る
。
校

歌
ダ
ン
ス
を
伝
統
に
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
52
回
目
の
少
年
式
で

２
年
生
が
将
来
に
向
け
た
立
志

の
言
葉
を
述
べ
た
ほ
か
、
民
放

キ
ャ
ス
タ
ー
の
Ｚ
Ｅ
Ｎ
さ
ん
の

講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校

の
卒
業
生
は
６
７
３
８
人
。

西
目

「
夢
を
持
ち
、志
高
く
」新
た
な
挑
戦

本
荘
北

昭和24年に制定された校歌を高らかに斉唱する本荘北中学校の生徒

長
谷
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

記
念
品
を
受
け
取
る
齋
藤
さ
ん

池
田
校
長

2広報ゆりほんじょう 平成29年12月１日号

佳節迎え  一層の飛躍誓う
矢島、西目、本荘北中学校が「創立70周年記念式典」開く

　

矢
島
中
学
校
（
三
浦
宏
校
長
、

１
０
６
人
）
の
記
念
式
典
は
10
月

21
日
に
同
校
で
開
催
さ
れ
、
矢
島

高
校
の
生
徒
を
含
め
て
約
３
百

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
佐
藤
英
樹
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
（
実
行
委
員
長
）
が
「
伝
統
と

豊
か
な
文
化
、
輝
か
し
い
歴
史

を
大
切
に
し
一
層
の
発
展
を
」

と
あ
い
さ
つ
。
三
浦
校
長
が
「
こ

の
10
年
間
、
矢
島
中
高
連
携
校
と

し
て
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。今
後

も
『
立
・
錬
・
情
』
を
共
通
理
念

と
し
、
飛
躍
を
目
指
し
て
努
力
を

続
け
る
」
と
式
辞
を
述
べ
、大
場

重
夫
同
窓
会
長
か
ら
祝
辞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
佐
藤
利
生
君（
３

年
）
が
「『
礼
節
を
重
ん
じ
る
心
』

を
受
け
継
ぎ
、
書
道
・
剣
道
・

茶
道
の
『
三
道
教
育
』
を
通
し

ま
す
ま
す
誇
れ
る
学
校
に
し
て

い
く
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
の
歩
み
を
写
真
で

振
り
返
り
、
新
た
な
歴
史
に
思

い
を
込
め
て
全
校
生
徒
が
「
明

日
と
い
う
日
が
」を
合
唱
、「
矢
島

の
歌
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
ふ
る
さ
と
応
援

大
使
で
元
東
京
証
券
取
引
所
顧

　
　
　
　
　

問
・
土
本
清
幸
さ

　
　
　
　
　

ん
の
記
念
講
演
も

　
　
　
　
　

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　

同
校
の
卒
業
生
は

　
　
　
　
　

９
６
１
３
人
。　

伝統の校風を継承、決意新たに地域とともに

式典で合唱を披露する矢島中学校の生徒

祝
辞
を
述
べ
る
長
谷
部
市
長

昭和22年に創立された矢島中学校と西目中学校、本荘北中学校の
創立70周年記念式典がこのほど開かれました。
長谷部市長は「創立70周年を心からお喜び申し上げます。学校と
地域がより強く結びつくことによる地域活性化など、各校では
地域の良さを生かした教育が行われています。生徒の皆さんには
輝かしい伝統を継承し、一人一人の夢の実現に向けて
人生の確かな基礎を築いてほしい」と祝辞を述べました。
式典に出席した生徒や保護者、教職員の皆さんは
各校の一層の飛躍を誓い合いました。

、

「
三
道
教
育
」通
し
、誇
れ
る
学
校
に

佐
藤
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

生
徒
会
長
の
佐
藤
君

三
浦
校
長

大
場
同
窓
会
長

矢
島



瑞
宝
単
光
章　
郵
政
業
務
功
労

　堀井さんは昭和48年に秋田郵便局
に採用され、平成25年まで約40年
間にわたって郵政業務に従事されま
した。この間主に集配業務を担当し、
秋田中央郵便局総務主任、本荘郵便
局総務主任などを歴任。円滑な業務
の運営と推進に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章　
　
　

消
防
功
労

　藤原さんは昭和46年に旧本荘市消
防団の団員となり、その後副分団長や
分団長を歴任されました。新市発足
後は副団長を務め、平成23年まで約
40年間にわたり、火災の予防や消防
水利の充実強化、後進の育成指導な
どに尽力されました。

「在任中は地域の皆さんに親しみやすく感じて
もらえるよう心掛けました。皆さんに助けられ、
良い先輩方に恵まれて今の自分があると思い、
感謝しています」と話す堀井さん

「思わぬ名誉に驚いています。家族の支えと地
域や消防団、消防署の皆さんの協力や応援の
おかげで長年続けることができ、大変ありが
たく思っています」と話す藤原さん

「40年間務め上げることができて良かったで
す。多くの方々にお世話になり、特に家族に
は難儀をかけましたが、その分とても感謝し
ています」と話す今野さん

藤 原  鐵 夫 さん
（70歳・鮎瀬）

堀 井  久 巳 さん
（65歳・岩城内道川）

瑞
宝
単
光
章　
　
　

消
防
功
労

　今野さんは昭和41年に旧岩城町消
防団の団員となり、その後副分団長
や分団長を歴任されました。新市発
足後も分団長を務め、平成18年ま
で約40年間にわたり、火災への迅速
な対応や予防、後進の育成指導など
に尽力されました。

今 野  英 勝 さん
（73歳・岩城内道川）

瑞
宝
双
光
章　
　
　

消
防
功
労

　畑澤さんは昭和45年に旧矢島町
ほか２町村消防一部事務組合消防士
として消防業務に従事。新市発足後
の消防本部通信指令課長や矢島消防
署長などを歴任され、平成24年３月
まで42年余りにわたり、消防組織の
発展向上や防火意識の啓発に尽力
されました。

瑞
宝
単
光
章　
郵
政
業
務
功
労

　渡部さんは昭和49年に新屋郵便
局に採用され、平成21年まで約35
年間にわたって郵政業務に従事され
ました。この間主に集配業務を担当
し、新屋郵便局長代理、秋田中央郵
便局第２集配課長代理などを歴任。
円滑な業務の運営と推進に尽力され
ました。

「家族や周囲の皆さまに支えられ、職務を全う
できたことに感謝しています。今後もこの気
持ちを忘れず、地域と共に歩んでいきます」
と話す畑澤さん

「受章は光栄なことと思っております。今まで
支えてくださった皆さまに感謝し、御礼申し上
げます」と話す三浦さん

「このたびの受章は、お世話になった上司や同僚、
地元の人たちの支えがあってのものと深く感謝
しています」と話す渡部さん

渡 部  義 雄 さん
（69歳・松ヶ崎）

畑 澤  農富和 さん
（66歳・矢島町荒沢）

瑞
宝
単
光
章　
郵
政
業
務
功
労

　三浦さんは昭和45年に世田谷郵
便局に採用され、郵便外務員として
勤務。その後、由利、仁賀保郵便局
に移り、象潟郵便局では局長代理と
して郵便・貯金・保険業務に誠心誠
意励まれ、40年にわたり業務の推
進に尽力されました。

三 浦  久 司 さん
（67歳・森子）
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第
29
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

栄えある受章、誠におめでとうございます

4

　このほど、「秋の叙勲」「危険業務従
事者叙勲」が発表され、本市では12人
の方々が受章しました。叙勲

瑞
宝
双
光
章　
行
政
相
談
功
労

　伊藤さんは平成７年から現在に至
るまでの22年余りにわたり、行政
相談委員として行政に関する要望の
把握と発掘に努め、地域住民と行政
の橋渡し役として尽力されました。
また、行政相談委員制度の積極的な
普及と浸透に貢献されました。

伊 藤  博 行 さん
（71歳・岩城亀田大町）

旭
日
双
光
章　
地
方
自
治
功
労

　佐藤さんは昭和55年に旧鳥海村
（町）議会議員に当選以来、議長、副
議長などを歴任し、平成14年８月に
は鳥海町長に就任。１市７町の合併
に尽くされ、新市発足後は鳥海地域
自治区長となられるなど、27年余り
にわたり地方自治の進展に尽力され
ました。

「思いがけない受章に大変驚いています。地域
の皆さんに気軽に相談してもらえるよう努め
てきました。今後もその気持ちを大切にして
職務にあたります」と話す伊藤さん

「地域の皆さんに本当にお世話になり、また良き
友人に恵まれ、応援していただいたおかげに
よるものと深く感謝しております」と話す
佐藤さん

「市民の皆さんに『ここに住んでよかった』と
思ってもらえるよう努めました。先輩や同僚
議員、関係者の皆さんのご協力があっての受章
と深く感謝しております」と話す斉藤さん

佐 藤  源 一 さん
（70歳・鳥海町栗沢）

旭
日
小
綬
章　
地
方
自
治
功
労

　斉藤さんは昭和58年に旧本荘市
議会議員に当選以来、合併在任特例
により平成17年10月まで、連続６
期22年余りにわたり市議会議員を
務められました。この間、同産業経
済委員会委員長や議会運営委員会委
員長、同議長を歴任されるなど、地
方自治の発展に貢献されました。

斉 藤  好 三 さん
（70歳・二十六木）

瑞
宝
単
光
章　
専
門
工
事
業
務
功
労

　遠藤さんは平成７年に山二施設工
業㈱に入社。以来22年余りにわたり
第一線の現場において配管工や現場
代理人として先頭に立ち、工事技術
の向上や後進の指導育成に尽力され
るなど、市内・県内の空調衛生工事
業界の社会的地位向上に貢献されま
した。

遠 藤　   清 さん
（58歳・東由利法内）

旭
日
単
光
章　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労

　佐藤さんは昭和57年に県スキー
連盟理事に就任され、理事長、副会
長を歴任。平成５年世界選手権盛岡
雫石大会や同10年長野オリンピック
などの競技役員を務めたほか、同
19年秋田わか杉国体冬季大会の総
監督として本県をスキー総合優勝に
導かれるなど、スポーツ振興に尽力
されました。「会社や上司と同僚に深く感謝しています。地域

の方や家族にも恵まれ、皆さんのご指導ご鞭撻
のおかげで受章できたものと御礼申し上げま
す」と話す遠藤さん

「90年に及ぶ連盟の歴史と伝統に支えられて
いただいた受章と思っています。皆さまのご
指導とご支援に感謝いたします」と話す佐藤さん

「ご教導賜りました大先輩の方々、たくさんの
同僚の皆さま、そして地域の各方面の方々の
ご指導ご支援のおかげで受章できたものと心
から感謝申し上げます」と話す河本さん

佐 藤  有 一 さん
（76歳・鳥海町下笹子）

瑞
宝
双
光
章　
　
　

教
育
功
労

　河本さんは昭和32年に教員に採用
され、矢島中学校教頭、東由利中学
校長、西目中学校長を歴任。在職中
は理科教育と豊かな人間性や学力向
上対策に取り組むなど、平成７年ま
で38年間にわたり教育の振興に尽力
されました。

河 本  正 德 さん
（82歳・西目町沼田）

長年にわたる
　功績をたたえて―

広報ゆりほんじょう 平成29年12月１日号



タイ王国・台湾トップセールス
五役・部長・支所長会議
子吉財産区議会定例会
本荘地区敬老会（中央・東部）
本荘地区敬老会（西部・石脇）
五役会議
川内地区行政協力員連絡協議会 行政懇談会・懇親会
市社会福祉大会
県市長会定例会・視察・懇談会
由利本荘市民まつり オープニングセレモニー・褒賞授与式
矢島中学校創立70周年記念式典
五役会議
市総合教育会議
本荘地域町内会長協議会視察研修会懇親交流会
東北市長会総会・役員選考委員会（鶴岡市）
直根地区集落代表者会 行政懇談会・懇親会
市除雪安全祈願祭
西目中学校創立70周年記念式典
五役・部長・支所長会議
県種苗交換会オープニングセレモニー・新穀感謝農民
祭並びに開会式
市人口減少対策戦略会議

10月2日㈪～7日㈯
11日㈬
13日㈮
14日㈯
15日㈰
16日㈪
17日㈫
18日㈬
19日㈭

21日㈯

23日㈪

24日㈫
25日㈬
26日㈭
27日㈮
28日㈯
30日㈪

31日㈫

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

合　計

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
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◆「市長の行動」報告（10月分） 　

小
松
耕
輔
音
楽
兄
弟
顕
彰
第

25
回
由
利
本
荘
市
民
音
楽
祭
が

11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は
、
東
由
利
に
生

ま
れ
、
西
洋
音
楽
の
普
及
と
振

興
に
尽
力
し
た
小
松
耕
輔
の
功

績
を
た
た
え
て
毎
年
東
由
利
地

域
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
カ
ダ
ー
レ
で
開
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
中
学
校

や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
合

わ
せ
て
13
組
の
出
演
者
が
、
小

松
耕
輔
が
作
曲
を
手
掛
け
た
歌

を
混
じ
え
て
合
唱
を
披
露
し
合

い
ま
し
た
。
小
学
生
の
元
気
い

っ
ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

中
学
生
の
伸
び
や
か
な
歌
声
、

一
般
の
熟
練
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
魅
力
に

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
斎
藤
洋
さ
ん
と
本
市
出
身
で

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
井
島
佐
恵
子

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
。
本
格
的

な
演
奏
と
歌
声
で
彩
り
を
増
す

小
松
耕
輔
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
、

観
客
は
じ
っ
く
り
と
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

牛
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て

命
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
と
と

も
に
酪
農
や
食
へ
の
関
心
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
「
わ
く
わ
く

モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」
（
県
牛

乳
普
及
協
会
主
催
）
が
11
月
８

日
、
大
内
小
学
校
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
西
目
地
域
の
柴
田

牧
場
の
協
力
で
、
乳
牛
１
頭
と

ヤ
ギ
１
頭
が
来
校
。
４
〜
６
年

生
57
人
が
搾
乳
や
餌
や
り
を
体

験
し
て
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
だ

ほ
か
、
４
・
５
年
生
は
生
ク
リ

ー
ム
を
使
っ
た
バ
タ
ー
作
り
に

も
挑
戦
。
児
童
は
出
来
上
が
っ

た
バ
タ
ー
を
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
付

け
て
試
食
し
な
が
ら
「
ふ
わ
ふ

わ
し
て
お
い
し
い
」
と
笑
顔
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

搾
乳
を
体
験
し
た
工
藤
凱
君

（
６
年
）
は
「
牛
が
と
て
も
温

か
か
っ
た
。
上
か
ら
搾
っ
た
ら

う
ま
く
で
き
ま
し
た
」
と
声
を

弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
や
ヤ
ギ
と
間
近
で

触
れ
合
え
る
貴
重
な
機
会
に
、

１
〜
３
年
生
の
児
童
や
地
元
の

保
育
園
児
も
集
ま
り
、
体
を
な

で
な
が
ら
に
ぎ
や
か
な
声
を
響

か
せ
て
い
ま
し
た
。

第
25
回
由
利
本
荘
市
民
音
楽
祭

音
楽
の
秋
に
歌
声
響
く　

改測された市役所前の数値が刻まれたモニュメント

観客も参加した全体合唱

ゲストの斎藤洋さん（左）と井島佐恵子さん（右）

わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル　

学
校
に
牧
場
が
や
っ
て
き
た

　

お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

会
議
主
催
）
が
10
月
21
日
、
中

央
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
市
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
お
互
い
の

技
術
向
上
と
交
流
を
図
り
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ

や
人
形
劇
な
ど
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
行
っ
て
い
て
、
約
１

０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
８
団
体
が
読
み
聞

か
せ
や
人
形
劇
な
ど
を
披
露
。

会
場
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
話
や
人
形
劇
に
笑
顔

　

親
子
で
木
の
お
も
ち
ゃ
に
親

し
ん
で
も
ら
い
、
来
年
７
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
（
仮
称
）
鳥
海

山　

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
「
木
育
キ
ャ
ラ

バ
ン
in
由
利
本
荘
」
が
11
月
４

〜
５
日
に
ア
ク
ア
パ
ル
で
開
か

れ
、
２
日
間
で
約
５
千
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
東
京
お
も
ち
ゃ
美

術
館
か
ら
貸
し
出
さ
れ
た
国
産

積
み
木
や
木
の
た
ま
ご
プ
ー
ル

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
の
お
も

ち
ゃ
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
響
き

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
工
作
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
出
店
な
ど
多
彩
な
催
し

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
家

族
連
れ
が
木
の
魅
力
を
体
感
し

な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
由
利
本
荘　

親
子
で
木
の
お
も
ち
ゃ
に
親
し
む

　

由
利
本
荘
測
量
設
計
業
協
会

（
松
永
一
男
会
長
）
か
ら
こ
の

ほ
ど
、
本
市
に
経
緯
度
標
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
度
標
は
平

成
６
年
に
設
置
し
た
も
の
で
、

測
量
基
準
や
原
点
数
値
の
改
正

に
伴
う
正
確
な
位
置
情
報
に
改

め
る
た
め
、
同
協
会
の
設
立
20

周
年
を
契
機
に
再
設
置
し
た
も

の
で
す
。

　

贈
呈
式
は
11
月
２
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
、
松
永
会
長
か
ら

長
谷
部
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
松
永
会
長
は
「
会

と
し
て
市
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
い
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
数
値
を
基
準
に
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

由
利
本
荘
測
量
設
計
業
協
会　

経
緯
度
標
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
寄
贈

タイ王国バンコク・クリスチャン・カレッジ教
育訪問団表敬訪問時特産品お土産
次の産業を考える会懇談会参加費（　小野副
市長）
東京地区大内会総会・懇親会へ寸志（　企業
管理者）
秋田・タイ王国友好協会総会・日タイ修好130
周年記念行事・懇親会参加費（　小野副市長）
丸亀市モーターボート競走事業表敬訪問時
特産品お土産
川内地区行政協力員連絡協議会行政懇談会
懇親会会費
うごしんクラブ例会懇親会会費（　阿部副市長）
JA秋田しんせい花卉集出荷施設竣工祝賀会
へ寸志（　農林水産部長）
県市長会定例会開催時特産品お土産
齋藤憲三先生・山﨑貞一先生を偲ぶ会懇親
会会費（　阿部副市長）
日本てまりの会親睦会へ寸志（　小野副市長）
企業訪問時特産品お土産
本荘地域町内会長協議会視察研修会懇親交
流会会費
直根地区集落代表者会行政懇談会懇親会会費
本荘由利地域の航空機産業を考える会懇親
会会費（　小野副市長）
本荘まちづくり協議会懇親会会費（　阿部副
市長）
大鍬町敬老会へ御祝い（　長寿支援課長）

10月11日

13日

14日

16日

17日

18日

19日

20日

21日
23日

24日

26日

27日

29日

6,500

4,000

10,000

6,000

1,728

2,000

6,000

3,250

45,360

4,000

6,100
5,000

3,000

1,500

5,000

4,000

3,460
116,898

◆市長交際費の報告
（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）
○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
71,200

件　　　　　数
４　件

○代

○代

○代

○代

○代

○代
○代

○代
○代

○代
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市 政 情 報

市政情報

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

お
も
ち
ゃ
学
芸
員
の

養
成
講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

市
が
主
催
・
後
援
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

運
営
補
助
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
新
た
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
築
し
て
仲
間
づ

く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

満
15
歳
以
上
（
中
学
生
を

除
く
）
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が

あ
り
、
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
に
積
極

的
に
無
償
で
協
力
で
き
る
方

登
録
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
つ
い
て　

保
険

料
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市政情報

「
未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
生
」
二
次
募
集

市政情報

市
内
認
可
保
育
所
の

利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

広報ゆりほんじょう 平成29年12月１日号

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

整
備
推
進
事
務
局

☎
24―

６
３
１
２

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
32―

１
３
３
４

　

来
年
４
月
か
ら
の
市
内
認
可
保

育
所
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

保
育
所
の
利
用
条
件　

児
童
の
保

護
者
が
と
も
に
、
次
の
い
ず
れ
か

の
事
由
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

・
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

　

態
と
し
て
い
る
（
月
60
時
間
以

　

上
）

・
家
の
中
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日

　

常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る

　

こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

・
出
産
の
前
後（
産
前
産
後
８
週
）

・
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身

　

に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

・
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に

　

障
が
い
の
あ
る
家
族
を
常
時
介

　

護
し
て
い
る

・
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

・
就
労
を
希
望
し
、
求
職
活
動
を

　

し
て
い
る
（
月
15
日
以
上
）

・
日
中
就
学
し
て
い
る
（
１
日
４

　

時
間
以
上
か
つ
週
４
日
以
上
）

・
Ｄ
Ｖ
な
ど
特
別
な
支
援
を
要
す

　

る
家
庭
と
判
断
さ
れ
た
場
合

保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

①
市
に｢

保
育
の
必
要
性｣

の
認
定

　

を
申
請
し
ま
す
。

※
③
利
用
希
望
の
申
し
込
み
も
同

時
に
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

←

②
市
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

　

す
。
（
２
号
・
３
号
認
定
）

　
　
　
　
　
　

←

③
保
育
所
の
利
用
希
望
の
申
し
込

　

み
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

←

④
申
請
者
の
希
望
、
保
育
所
の
状

　

況
な
ど
に
よ
り
、
市
が
利
用
調

　

整
を
し
ま
す
。
利
用
先
の
決
定

　

後
、
契
約
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

・
支
給
認
定
申
請
書

・
保
育
所
等
利
用
申
込
書

・
60
歳
未
満
の
家
族
が
子
ど
も
を

　

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す

　

る
も
の
（
稼
働
証
明
書
な
ど
）

・
税
関
係
書
類
（
平
成
29
年
１
月

　

１
日
現
在
の
住
所
が
市
内
の
場

　

合
は
提
出
不
要
）

※

書
類
に
つ
い
て
は
、
受
付
場
所

お
よ
び
各
保
育
園
に
あ
り
ま
す
。

申
込
書
の
受
付
期
間　

12
月
１
日

㈮
〜
１
月
19
日
㈮
（
土
・
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※

入
所
承
諾
は
申
し
込
み
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市政情報

　

平
成
30
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
「
（
仮
称
）
鳥
海
山　

木
の
お

も
ち
ゃ
美
術
館
」
で
、
お
も
ち
ゃ

や
遊
び
を
通
し
て
本
市
の
魅
力
を

伝
え
、
多
世
代
交
流
の
懸
け
橋
と

な
る
「
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
）
」
の
養
成

講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
座
日
程
（
２
日
間
）　

３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

※

１
日
目
13
時
〜
16
時
、
２
日
目

10
時
〜
16
時

場
所　

由
利
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
「
善
隣
館
」
１
階
ホ
ー
ル

定
員　

30
人

申
し
込
み
の
条
件

・
18
歳
以
上
で
人
と
接
す
る
の
が

　

好
き
で
明
る
く
元
気
な
方

・
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
の
活
動
を

　

通
し
て
、
本
市
の
魅
力
の
情
報

　

発
信
に
貢
献
し
た
い
方

・
月
２
回
程
度
を
目
安
に
、
お
も

　

ち
ゃ
美
術
館
で
の
活
動
に
継
続

　

的
に
参
加
で
き
る
方

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
学
芸

員
活
動
時
に
着
用
す
る
エ
プ
ロ
ン

代
と
し
て
２
１
０
０
円
を
講
座
終

了
後
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
）

申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申
込
用

紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
振
興
課

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

県
由
利
地
域
振
興
局

農
業
振
興
普
及
課

☎
22―

７
５
５
１

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

☎
24―

６
３
２
０

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

県
農
業
試
験
場
な
ど
で
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
実
技
や

講
義
な
ら
び
に
生
産
・
流
通
・
加

工
現
場
で
の
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、

農
業
経
営
に
必
要
な
知
識
や
技
術

を
習
得
で
き
ま
す
。

研
修
先
（
研
修
コ
ー
ス
）

○
農
業
試
験
場
（
作
物
、
野
菜
、

　

花
き
）

○
畜
産
試
験
場
（
酪
農
、肉
用
牛
）

○
果
樹
試
験
場
（
リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
、

　

ブ
ド
ウ
）

○
花
き
種
苗
セ
ン
タ
ー
（
花
き
）

応
募
資
格　

次
の
①
、
②
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
新
た
に
農
業
を
始
め
よ
う
と
す

　

る
方
ま
た
は
現
に
農
業
を
営
む

　

方
で
、
農
業
で
自
立
し
よ
う
と

　

す
る
意
識
が
高
く
、
研
修
終
了

　

後
、
確
実
に
県
内
で
就
農
で
き

　

る
方

②
応
募
時
点
で
お
お
む
ね
45
歳
未

　

満
の
方

応
募
方
法　

１
月
19
日
㈮
ま
で
、

農
業
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

産
業
課
に
備
え
付
け
の
応
募
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
書
類
・
詳
細
は
県
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

※
市
で
面
談
な
ど
を
行
う
た
め
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

書
類
審
査
、
小
論
文
、
面
接
試

験
を
経
て
承
認
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

研
修
期
間
中
は
研
修
奨
励
金
の
交

付
や
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

（
準
備
型
）
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

本 荘 保 育 園
風の子保育園
ひかり保育園
石脇東保育園
石脇西保育園
石脇北保育園
中 央 保 育 園
子 吉 保 育 園
石 沢 保 育 園
松ヶ崎保育園
小 友 保 育 園
内 越 保 育 園
矢 島 保 育 園
道 川 保 育 園
亀 田 保 育 園
ゆ り 保 育 園
岩 谷 保 育 園
下川大内保育園
上川大内保育園
永 慶 保 育 園
みどり保育園
西 目 保 育 園
川 内 保 育 園
笹 子 保 育 園

22-0662
22-8885
22-0560
22-4183
22-2149
24-3622
23-1313
22-0045
29-2104
28-2054
22-3532
22-3165
27-5656
73-2202
72-2353
53-4191
65-2008
66-2111
67-2149
69-3101
69-2131
33-2022
57-2010
59-2331

本　荘

地　域 電　話保育所名

矢　島

岩　城

由　利

大　内

東由利

西　目

鳥　海

果樹園での研修（平成28年度）

城輪柵跡

鳥海山･飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　  水と命の循環」
【第36回】

荒木　志伸 さん
山形大学基盤教育院　准教授

秋田・山形でも起きていた！？
　　　　　  平安時代の巨大地震

Mt.Chokai＆Tobishima Island Geopark

鳥海山・飛島ジオパーク

　「うちの県は、大きな地震は少ない、良かった」。
秋田や山形で、ときおり聞かれることばです。しかし、
歴史的にみると衝撃の事実が存在します。
　仁和３（878）年５月、京都では出羽国（現在の秋田・
山形）について、貴族たちが大論争を繰り広げました。
『日本三代実録』には「嘉祥３（850）年に起きた地
震・津波で土地がぐちゃぐちゃになり、出羽国府が
甚大な被害を受けたので、内陸に引っ越しさせたい
がどうか」という内容が記されています。最終的に
は近くの高台への国府の移転で決着します。ここか
らは、平安時代に地域に甚大な損害を与えた巨大地
震の事実が判明します。
　なお、国府は現在の県庁のような役所で、発掘に
より山形県酒田市の城輪柵跡とされています。周辺
からは、倒壊した建物跡が地下から多数発見されて
います。さらに最近の地質学の研究で、地下の堆積
層の調査から、このとき遊佐町周辺では約20.5㍍の津
波が起きていた可能性が指摘されています。
　東日本大震災が起きた際、平安時代の貞観地震
（869年）との共通点が相次
いで提起されました。秋田
・山形でも同じく歴史に学
ぶとするならば、常日頃か
らの災害への備えが必要と
いえるでしょう。

　税金は、暮らしを支え、豊かなまちづくりをするための大切な財源
です。市では納税の公平性を確保するため、市税などの滞納者に対し
て電話や手紙のほか、直接訪問して納付を促しています。
　納税意思の見られない滞納者に対しては、債権などの差し押さえを
行うほか、特に徴収が困難な場合は「秋田県地方税滞納整理機構」に
処理を依頼しています。
◆早めにご相談ください
　病気や離職など、やむを得な
い事情で税金を納期内に納付で
きない場合は、早めにご相談く
ださい。
◆窓口業務の時間を延長します
　12月の水・木曜日は時間を延
長し、市税・国保税の納付と相
談を受け付けます。
場所：市役所収納課
日時：12月６日、７日、13日、14日、20日、21日、27日　19時まで
◆便利な“口座振替”をご利用ください
　納期のたびに金融機関などへ足を運ぶ必要がなく、納め忘れの心配
もありません。申し込みについては気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　収納課　☎２４－６２５６　または各総合支所振興課

ストップ！滞納

預貯金
給与
生命・損害保険
交付要求
売掛金、賃料ほか
　　  合　計

63
91
8
0

104
266

5,201
4,994
1,129

0
7,870
19,194

区　分
本年度の差し押さえ状況（10月末現在）

件数 金額（千円）
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※予算額には、歳入歳出ともに平成28年度からの繰越分4億1,999万7千円を含みます。

固定資産
流動資産

資 産 合 計

負債資本合計

ガス事業 水道事業

資産の部

固定負債
流動負債
繰延収益
負債合計

負債の部

資本の部

199,698
△43,970
△163,277
△7,549
70,005
62,456

2,270,640
121,874
2,392,514
2,104,971
229,064
306,278
2,640,313
974,148

△1,221,947
△247,799
2,392,514

30,123,347
1,814,720
31,938,067
16,358,887
660,024
6,370,688
23,389,599
7,140,944
1,407,524
8,548,468
31,938,067

461,991
357,645
104,346
23,976
16,418
111,904

0
111,904

1,338,476

1,226,572

942,485
894,574
47,911
375,000
147,455
275,456

188
275,268

0

275,268

769,432
△152,304
△417,898
199,230
1,444,038
1,643,268

１．業務活動によるキャッシュ・フロー
２．投資活動によるキャッシュ・フロー
３．財務活動によるキャッシュ・フロー
４．現金及び預金の増減額
５．現金及び預金の期首残高
６．現金及び預金の期末残高

１．営業収益
２．営業費用
　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　経常利益
５．特別損失
　　当期純利益
前年度繰越利益剰余金
前年度繰越欠損金
当期未処分利益剰余金
当期未処理欠損金

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業
キャッシュ・フロー計算書（平成29.4.1～29.9.30） （千円）

貸借対照表（平成29.9.30） （千円）

損益計算書（平成29.4.1～29.9.30） （千円）

９年連続黒字、
実質公債費比率減少など 市財政は年々健全化

平成29年度上半期の

お知らせします
「財政状況」

ガス・水道事業の執行状況

特別会計の執行状況

　市の決算額の推移をみると、平成20年度から９年
連続の黒字を維持し、標準的な財政規模のうち、実
質的な借金返済額の割合を示す実質公債費比率も
10.1％と年々減少しております。今後も健全で持続
可能な財政運営に努めてまいります。
　皆さんからの貴重な税金や国・県からのお金がど
のような予算規模で、どれくらい使われているか、
表にしています。　　

国民健康保険

後期高齢者医療

診療所運営

休日応急診療所

情報センター

奨 学 資 金

介護サービス

下 水 道

集 落 排 水

ス キ ー 場

財 産 区

計

42.8
29.6
45.2
37.2
42.6
43.6
41.0
36.4
39.8
33.2
75.4
40.6

42.0
29.5
22.4
56.3
36.9
40.4
213.5
9.8
6.1
0.7
91.7
30.5

106億1,973万3千円
7億7,770万4千円
3億6,006万3千円
1,088万3千円

4億5,168万2千円
7,255万4千円
4,764万5千円

34億　  24万7千円
23億3,056万8千円
1億6,355万1千円

594万2千円
182億4,057万2千円

44億5,831万3千円
2億2,960万4千円
8,069万5千円
613万1千円

1億6,675万1千円
2,932万2千円

1億　173万4千円
3億3,412万2千円
1億4,329万7千円

119万9千円
544万7千円

55億5,661万5千円

45億4,806万3千円
2億3,011万9千円
1億6,280万1千円

404万9千円
1億9,224万5千円
3,162万7千円
1,954万6千円

12億3,700万3千円
9億2,709万7千円
5,425万5千円
447万9千円

74億1,128万4千円

予 算 現 額 支 出 済 額収 入 済 額 執行率（％）収入率（％）会 計 別

※予算額には、歳入歳出ともに平成28年度からの繰越分25億191万円を含みます。

一般会計の執行状況

民 生 費

土 木 費

公 債 費

総 務 費

農林水産業費

教 育 費

衛 生 費

災 害 復 旧 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

労 働 費

予 備 費

42.4
6.5
45.8
46.4
30.2
41.5
35.4
3.7
34.0
45.2
58.0
70.6
0.0
33.7

58億5,804万0千円
5億9,134万8千円
28億9,031万7千円
25億9,865万3千円
12億5,314万5千円
14億4,861万1千円
10億6,016万1千円

8,337万1千円
7億　879万7千円
5億9,008万0千円
1億5,267万3千円
1億 388万3千円

0千円
173億3,907万9千円

138億1,631万8千円
90億3,276万4千円
63億1,039万7千円
56億　  77万9千円
41億5,225万3千円
34億8,683万4千円
29億9,283万2千円
22億4,114万3千円
20億8,485万3千円
13億　517万8千円
2億6,344万8千円
1億4,712万2千円
4,814万3千円

514億8,206万4千円

歳　出
予　算　現　額 支　出　済　額 執行率（％）項　　目

歳　出　合　計

歳　入
予　算　現　額 収　入　済　額 収入率（％）項　　目

歳　入　合　計

地 方 交 付 税

市 税

市 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 越 金

地方消費税交付金

繰 入 金

諸 収 入

地 方 譲 与 税

使用料及び手数料

分担金及び負担金

財 産 収 入

そ の 他

74.4
54.9
0.0
23.5
16.2
147.3
60.9
9.6
25.0
30.0
45.1
38.5
64.6
61.0
48.5

131億1,988万2千円
41億9,496万4千円

150万0千円
15億　716万4千円
6億6,198万1千円
35億2,161万0千円
8億5,236万4千円
1億1,040万0千円
2億1,400万9千円
1億5,376万0千円
2億2,868万3千円
1億5,521万8千円
1億1,448万2千円
1億2,298万4千円

249億5,900万1千円

176億2,910万2千円
76億4,230万1千円
81億　220万0千円
64億1,655万9千円
40億9,152万9千円
23億9,043万8千円
14億 　 0万0千円
11億5,188万7千円
8億5,746万1千円
5億1,200万0千円
5億　678万9千円
4億　287万7千円
1億7,731万9千円
2億　160万2千円

514億8,206万4千円

歳　　　入 歳　　　出

資 本 金
剰 余 金
資本合計

※損益計算書とは、会計期間の事業の経営成績を示したものです。
※貸借対照表とは、財政状態を表したものです。

1

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成２9年４月１日現在）6

職員の平均年齢、平均給料月額および
平均給与月額の状況 （平成29年４月１日現在）

4 職員の初任給の状況
     （平成２9年４月１日現在）

5

経験年数10年

（注）1　平均給料月額は、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
2　平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均です。

区　　分

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

経験年数20年 経験年数25年

区　分
一般行政職
消　防　職

経験年数30年

給与・定員管理 など
人件費の状況［ 普通会計決算 ］1

職員給与費の状況［ 普通会計決算 ］2

ラスパイレス指数の状況3

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
2　職員数は平成28年4月1日現在の人数です。

区　分 職 員 数
（A） 給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

給　　　　　与　　　　　費　　　　（千円）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と
した場合の、市職員の給与水準を示す指数です。

（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。

区　分 住民基本台帳
人口（29.1.1）

歳　出　額
（A）（千円）

実質収支
（千円）

人  件  費
（Ｂ）（千円）

人件費率
（Ｂ/A）

（参考）
27年度の
人件費率

一人当たり
給与費（千円）
（Ｂ/A）

　

関
係
法
律
お
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び
市
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例
に
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き
、市
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員
の
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与
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定
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管
理
、
勤
務
条
件
な
ど
、
人
事
行
政
の

運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
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定
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管
理
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ど
は
、
全
国
で
統

一
さ
れ
た
公
表
が
行
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れ
て
お
り
、
市
の
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ー
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ジ
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て
い
る
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か
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務
省
の
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ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
は
全
国
の
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共
団
体
と
本
市
の

状
況
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
事  

公
表
し
ま
す

概要

職員の手当の状況［ 普通会計職員 ］8
①期末手当･勤勉手当 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年度）

②退職手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年度） ③時間外勤務手当　　　　（各年度決算）

区　　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額 年度 支給実績その他の
加算措置

定年前早期退職
特例措置

（２～４５％加算）

一人当たりの
平均支給額

区　　分 支給割合 一人当たりの平均支給額

職員一人当たりの
平均支給年額

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

～

（注）夜間勤務手当を含みます。

一般行政職の級別職員数等の状況 7 （平成２9年４月１日現在）

５４4
合計

人

（注）1　市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

市
の
人
事
行
政
運
営
状
況

平
成
29
年
度　

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
・
勤
務
条
件
な
ど

年　度
数　値

28年
96.7



広報ゆりほんじょう 

特別職の報酬等の状況（平成２９年４月１日現在）9
区　　分 市　　　長 副　市　長

区　　分 議　　長 副  議  長 議　　員常任・議会運営委員長

年齢別職員構成の状況11

合　計
９９８人

（平成２9年４月１日現在）

12平成29年12月１日号

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）10

（注）1　職員数は、一般職に属する職員数です。
2　［　］内は、条例定数の合計です。

部　門
区　分 職　　員　　数 前年度

増減数平成28年度 平成29年度

④その他の手当

手　当　名 内容および支給単価 国の制度との
異同・内容

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

宿日直手当

寒冷地手当

休日勤務手当

支給職員一人当たり
平均支給年額

支給実績
（28年度決算）

（平成29年４月１日現在）

一 般 行 政
教　  　　 育
消　　  　 防
普通会計計
公営企業等会計計
総　 合 　計
（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。

職員数の推移12
年度 ２4年 ２5年 ２6年 ２7年 ２8年 ２9年 過去５年間

の増減数（率）部門別

13

（注）他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。

職員の任免および職員数に関する状況1
①職員の採用、退職の状況
採　　　用
退　　　職
定 年 退 職
そ　の　他

「28年度の取得者数」は新たに取得した者で、（）は27年度以前から引き続き取得している者の人数です。

職員の休業に関する状況（平成2８年度）４
①育児休業等

②自己啓発等休業　取得なし ③配偶者同行休業　取得なし

区
　 分

育 児
休 業

部 分
休 業

育児短時間
勤務

育児休業等
対象者数

うち育児休業
取得者数

うち部分休業
取得者数

うち育児短時間
勤務取得者数

28年度の取得者数

男性
女性
計

１ （０）
９ （６）
10（６）

０
０
０

０
０
０

28
９
37

１
９
10

０
０
０

28年度に新たに取得可能となった職員

０
０
０

2 勤務条件 など

職員の勤務時間
その他の勤務条件の状況

3

勤務時間

（平成２9年４月１日現在）

※このほか、療養休暇、組合休暇、
　病気休暇、特別休暇、介護休暇が
　必要と認められる場合に与えられ
　ます。

対　　象

評 価 者

評価期間

評価項目

評価方法

由利本荘市人事評価制度の概要
一般職の全職員（臨時・嘱託職員および休職な
どにより実績日数が１／４未満の職員を除く）
直属の所属長（課長など）を１次評価者、その
上司（部長など）を２次評価者とする。
平成29年４月１日～平成30年３月31日
①実績評価　評価期間内における担当職務の達
　　　　　　成度、質、量、課題などの面から
　　　　　　の評価
②能力評価　評価期間内における日常の職務遂
　　　　　　行を通じて発揮された能力の評価
③態度評価　評価期間内における日常の職務に
　　　　　　対する意欲および態度の評価
①実績評価について、仕事の成果の達成基準に
　より５段階評価を行う。
②能力および態度評価について、役職段階別に
　評価要素を定め５段階評価を行う。
③総合評価について、各評価を点数化したもの
　で５段階評価を行う。

（平成29年4月1日現在）②職員数の状況

職員数は一般職に属する職員数であり、消防本部には、配置する一般行政職が含まれます。(注)
※   「総合防災公園管理運営準備事務局」  と  「木のおもちゃ美術館整備推進事務局」  が含まれます。

市長部局

由利本荘まるごと
営業本部 ほか（※）

議会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

教育委員会

消防本部

ガス水道局

区　　　分
級　　　別　　　職　　　員　　　数

定 数
計 部長級 課長級 課長補佐級 主査級班長級 主任級 主事級 その他

総務部

企画調整部

市民生活部

健康福祉部

農林水産部

商工観光部

建設部

総合支所（７地域）

会計課

平成17年４月１日
職 員 数

平成32年４月１日
職 員 数 純 減 数 純 減 率

平成17年４月１日～平成32年４月１日における定員管理の数値目標
③定員管理の数値目標

職員の分限および
懲戒処分の状況

5
（平成２8年度）

処分の種類 処分者数

※全対象職員とは、平成28年1月1日から12月
　31日までの全期間を市長部局に在職した一
　般職の職員であり、中途に採用された者や退
　職した者、育児休業者などは除いています。

職員の服務の状況６

総付与日数　　　（a）
総取得日数　　　（b）
全対象職員数　　（c）
平均取得日数（b）/（c）
消化率　　　（b）/（a）

年次有給休暇の取得状況（一般職員）

研　修　名 受講者数

職員の研修の状況８ （平成28年度）

区　　分 受診者数

職員の福祉および
利益の保護の状況

９

（平成２８年度）

　職員の健康管理のため、
　毎年健康診断を実施して
　います。

①職員の福祉の状況

②公平委員会の
　業務の状況

　不利益処分に
　関する不服申
　し立ての状況

　　申し立てなし

　勤務条件に関
　する措置の要
　求の状況

　　要求なし
※短時間再任用職員も含みます。

職員の人事評価の状況2
　職員の人事評価について定めた地方公務員法の一部を改正する
法律が平成28年度から施行されており、 本市においても同年度か
ら同法の規定に基づく人事評価制度を実施しています。

職員の退職管理の状況７
　職員の退職管理について定め
た地方公務員法の一部を改正す
る法律が平成28年度から施行さ
れており、本市においても「職
員の退職管理に関する条例」を
制定したほか、同年度から同法
の規定に基づく退職管理を実施
しています。
　なお、課長職以上の職に就い
たことのある再就職者に対し、
再就職情報の届け出を退職後２
年間義務付けており、その届け
出件数は以下のとおりです。
平成28年度の再就職情報の
届け出件数　２件

Yurihonjo city public Relations. 2017

合　　計





※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

㋕カダーレ  ㋐アクアパル  　総合体育館  ㋛シーガル総

金

土

日

月
火
水

木

金

土

日

月
火

㋐　休館日

平成29年度　おとなの社会科７時間目
  「生命保険の基本と家計との関わり」
　今入っている保険、きちんと理解しています
か？　生命保険の基本的な知識と家計との関係
について、金融と消費の専門家がお話します。
日時　12月22日㈮　 14時～15時半
ところ　カダーレ３階　自然科学学習室２
講師　秋田県金融広報委員会広報アドバイザー　菅  美千世さん
定員　40人（参加無料・要申し込み）
申し込み・問い合わせ
　中央図書館　☎２２－４９００

ぬいぐるみのおとまり会＆
　　　　　クリスマスおはなし会
　お気に入りのぬいぐるみを岩城図書館にお
泊まりさせてみませんか？　お泊まりや図書
館探検の様子を写真にしてお返しします。希
望する方はぬいぐるみ（１人１体）をご持参
の上、クリスマスおはなし会にご参加ください。
日時　12月９日㈯　13時半～15時半
ところ　岩城図書館
対象　小学生までのお子さん
※参加無料・申し込み不要
問い合わせ　岩城図書館　☎７３－３６７３

リソナンツァムジカーレ第32回演奏会　開場13時半、開演14時　入場料あり　㋕

おとなの社会科７時間目　14時～15時半　㋕

平成29年度高校生就職活動サポートセミナー　開場12時半、開会13時半　㋕

LIVE CONFUSED vol.13 KADARE GIRLS ROCK X'mas　開場17時、開演17時半　入場料あり　㋕
平成29年度高校生就職活動サポートセミナー　開場12時半、開会13時半　㋕
㋐　休館日

全日本アンサンブルコンテスト第40回秋田県中央地区予選
　　本荘由利大会　開場10時、開演10時半　入場料あり　㋕

第70周年児水会記念展（～ 11日）　10時～ 17時（７日13時から、11日16時まで）　㋕
映画上映会「関ヶ原」　開場13時40分、開演14時　入場料あり　㋕

５日　平成30年由利本荘市消防出初式　㋕
６日　冬の親子読書教室　㋕
７日　平成30年由利本荘市成人式　㋕

本荘高校吹奏楽部ニューイヤーズイブコンサート2017
　　　　　　　    　開場13時半、開演14時　入場料あり　㋕
㋕　㋐　㋛　　　休館日（～１月３日）総

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～14時半　㋕
元気を引き出すハッピー講座　13時半～15時　㋕
由利吹奏楽団　第40回定期演奏会　開場13時半、開演14時　入場料あり　㋕
ぽぽろCUP2017 IN OHUCHI JHS（女子・～24日）　８時～18時　総

ORANGE RANGE LIVE TOUR 017-018 ～ UNITY～　開場17時、開演17時半　入場料あり　㋕
冬の貝殻細工教室　10時～12時半　参加料あり　㋐
第20回全県ジュニアバドミントン選手権大会　８時～17時　 総

コールエコーアンサンブル10周年記念チャリティーコンサート　開場13時、開演13時半　㋕
米持慎太郎　ピアノを楽しむ会　開場13時、開演14時　入場料あり　㋕
古典講座「讃岐典侍日記」　13時半～15時　㋕
ゴスペルサークルWish　クリスマスライブ　開場13時半、開演14時　㋐
タペストリー展示（～10日）　㋐
第21回本荘由利地区小学生新人バレーボール大会（～10日）　８時～18時　 総

本荘由利児童生徒美術展（～４日）　９時～18時（４日15時まで）　㋕
家庭の医学講座「自宅で酸素？人工呼吸器？」　13時半～15時　㋕
ステータス2017　開場18時、開演18時半　入場料あり　㋕
科学フェスティバル　９時半～15時半　総

水
木
金

土

日

月

火
水
木
金

土

日

月
火
水

木

金
土
日

㋕　休館日

㋐　　　休館日総

㋕　休館日

　

形
状
況
の
目
視
観
察
と
撮
影
、
周

　

辺
の
土
地
利
用
状
況
の
確
認

※

私
有
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
に
は
、

　

事
前
に
住
民
の
方
か
ら
了
解
を
得

　

た
上
で
調
査
を
行
い
ま
す
。

※

調
査
員
は
「
身
分
証
明
書
」
を
携

　

帯
し
、
本
調
査
の
調
査
員
で
あ
る

　

こ
と
を
明
確
に
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
由
利
地
域
振
興
局

　

建
設
部　

企
画
・
建
設
課
（
水
戸

　

瀬
）☎
25
ー
４
５
４
５
、
国
際
航

　

業
㈱
防
災
部
（
山
田
）☎
０
４
２

　

ー
３
０
７
ー
７
４
６
２

　本市の児童生徒数の推移や学校施設の現
状などについて情報を提供し、本荘地域の
小学校を中心に、適正な学校環境のあり方
について市民の皆さんと一緒に考える機会
として開催します。どなたでも参加できます。
多数の参加をお待ちしています。

　　　　　問い合わせ　教育総務課
　　　　　　　　　　　☎３２ー１３０５

由利耕心大学　10時～15時　㋛
㋐　　　休館日総

カダーレアート（絵画講習会・～17日）　10時～17時　受講料あり　㋕
ヤマハ音楽教室発表会2017　①11時～　②14時～　㋕
YURI CHALLENGE CUP　８時～17時　 総

　【本荘東中学校区】
　　日時　12月14日㈭　18時半～20時
　　会場　カダーレギャラリー１・２
　【本荘北中学校区】
　　日時　12月20日㈬　18時半～20時
　　会場　職業訓練センター大会議室（石脇）
　【本荘南中学校区】
　　日時　12月21日㈭　18時半～20時
　　会場　カダーレギャラリー１・２

今月の移動図書館 年末は「図書貸出冊数・
貸出期間」を変更します【本荘】本荘第一病院８階ラウンジ

　　　  12月22日㈮　13時～16時
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所※
【鳥海】笹子出張所※
※大内、鳥海の移動図書館は、月に１回入
　れ替えして常設。

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城児童センター、（由利）＝由利図書館、（善隣）＝善隣館、（出羽）＝出羽伝承館

○12月の各館行事カレンダー

10時30分～11時30分

10時30分～11時30分

10時30分～11時30分

10時30分～11時

13時30分～15時

10時30分～11時30分

中央

由利９㈯

３㈰ 由利

中央

16㈯
出羽

23㈯ 中央

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

ヨミキカセ・ワールドワ
イド（お話室）

冬の子ども読書のつどい（お話室）

外国語による絵本の読み聞かせ　ほか

ブラックシアター、ミニツリー制作　ほか

えほんでこんにちは（お話室） 絵本の読み聞かせ　ほか

おはなしでてこい 絵本の読み聞かせ　ほか

出演：民話サークル

10時～15時30分 中央14㈭
27㈬

秋田県よろず支援拠点サテラ
イト由利本荘（郷土資料室） 専門家によるビジネスの無料相談 担当：あきた企業活性化センター

秋田県よろず支援拠点

出演：ゆりかごの会

出演：ゆりかごの会

出演：国境なき話し手

出演：つくしんぼ

おはなしのへや 絵本の読み聞かせ　ほか 出演：すずめの巣

10時30分～11時30分 中央

中古・中世日記文学で歩む
 「讃岐典侍日記」古典講座（自然科学学習室２） 講師：鈴木 タキ さん

○休館日
中央図書館 12日㈫、26日㈫、28日㈭～１月３日㈬

由利図書館

出羽伝承館

23日㈯、28日㈭～１月３日㈬
４日㈪、９日㈯、11日㈪、18日㈪、25日㈪、
29日㈮～１月３日㈬　※８日㈮は17時閉館

岩城図書館 ４日㈪、11日㈪、18日㈪、23日㈯、25日㈪、
28日㈭～１月３日㈬

平
成
30
年
度
年
間
体
育
施
設

予
約
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

各
種
大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
で
体
育
施
設
を
予
約
す
る
団
体

な
ど
に
「
平
成
30
年
度
体
育
施
設
利

用
計
画
書
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
12
月
22
日
㈮
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

昨
年
申
請
し
た
団
体
に
は
書
類
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
連
絡
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
32
ー
１
３
３
４

油
類
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

　

家
庭
に
設
置
し
て
い
る
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
タ
ン
ク
の
転
倒
防
止
対
策
は
万
全

　

で
す
か
？

○
タ
ン
ク
と
配
管
の
結
合
部
分
は
、

　

タ
ン
ク
が
揺
れ
て
も
損
傷
し
な
い

　

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

取
り
扱
い
時
は
こ
こ
に
注
意
！

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク

に
移
し
替
え
て
い
る
最
中
に
目
を
離

し
た
り
、
移
し
替
え
た
後
に
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
忘
れ
た
り

し
た
た
め
に
油
が
流
出
す
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。　

流
出
し
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を
！

　

自
分
で
き
れ
い
に
し
た
つ
も
り
で

も
、
地
面
に
し
み
こ
ん
だ
油
は
時
間

が
経
っ
て
か
ら
水
路
に
流
出
し
た
り
、

雨
が
降
っ
た
と
き
に
流
れ
出
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
、
被
害
が
拡
大
し
て

し
ま
い
ま
す
。
も
し
も
油
が
流
出
し

た
ら
速
や
か
に
お
近
く
の
消
防
署
、

警
察
署
、
市
役
所
生
活
環
境
課
、
各

総
合
支
所
、
保
健
所
、
国
交
省
子
吉

川
出
張
所
な
ど
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課　

　

☎
22
ー
４
２
８
７

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

配
布
を
開
始
し
ま
す

　

外
見
か
ら
援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
方
が
、

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
周

囲
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
理
解
や
支

援
が
受
け
や
す
く
な
る
よ
う
、「
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
」
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
必
要
な
支
援
を
求
め
る
た

め
の
意
思
表
示
に
有
効
な
「
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
」
も
配
布
し
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

対
象　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し

　

て
い
る
方
、
心
臓
疾
患
な
ど
の
内

　

部
障
害
や
難
病
の
方
、
発
達
障
害

　

の
方
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要

　

と
し
て
い
る
方

配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
支

　

援
課　

☎
24
ー
６
３
１
４
、
各
総

　

合
支
所
市
民
福
祉
課

 「
浜
館
風
力
発
電
事
業
」
環
境
影
響

評
価
方
法
書
を
縦
覧
し
ま
す

事
業
者　

㈱
須
藤
商
店

　
　
　
　

三
藤
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

事
業
規
模　

１
９
９
０
㌗
（
一
基
）

実
施
区
域　

西
目
町
出
戸
地
内

縦
覧
場
所　

生
活
環
境
課
、
西
目
総

　

合
支
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

縦
覧
期
間　

12
月
５
日
㈫
〜

　
　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

問
い
合
わ
せ　

㈱
須
藤
商
店
（
に
か

　

ほ
市
）　

☎
43
ー
６
５
２
２

地
す
べ
り
地
形
の
現
地
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

土
砂
災
害
か
ら
生
命
・
身
体
を
守

る
た
め
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ

る
区
域
を
指
定
し
、
危
険
の
周
知
、

警
戒
避
難
態
勢
の
整
備
、
住
宅
な
ど

の
新
規
立
地
の
抑
制
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

期
間　

12
月
上
旬
〜

　
　
　

平
成
30
年
３
月
下
旬

対
象
区
域　

市
内
全
域

内
容　

地
す
べ
り
地
形
周
辺
の
微
地

　12月13日㈬から市内各館の年内最終
開館日まで、図書などの貸出期間・冊
数を次のとおり変更します。
貸出冊数　10冊→15冊（図書のみ）
貸出期間　15日→22日（図書・AV資料）







◇テーマ　
◇掲載対象　
◇写真の形式　

◇募集期限　 ㈫
◇応募方法　

◇ご注意　

◇応募先アドレス　

◇問い合わせ先
☎

応募期限
１２月５日（火）

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

⬇
は
い
、
係
が
情
報
を
集
め
て
み

ま
し
た
。

　

市
で
は
「
高
齢
者
温
泉
利
用

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
し
て
、
４
月

１
日
時
点
で
満
70
歳
以
上
の
方
お

よ
び
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
65
歳
以
上
の
方
に
、
市
内
の
温

泉
施
設
な
ど
で
利
用
で
き
る
「
入

湯
（
浴
）
料
割
引
券
（
１
回
百
円

割
引
券
、
10
枚
つ
づ
り
）」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。（
年
度
内
一
人

一
回
）

　

ま
た
、施
設
ご
と
に「
回
数
券
」

（
10
回
分
の
値
段
で
11
回
利
用
可

な
ど
）
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
（
利
用
回
数
に
応
じ

て
１
回
無
料
）
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
営
業
に
関
す
る
内
容
で

す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「カイロプラクティック コシカワ整体院」から
「1000円割引券」を５人にプレゼント!
クイズの答え　Q１→１　Q２→３

芳賀　久悦さん
飯沢きぬ子さん
木内　　良さん
坂井　公子さん
佐々木セチ子さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（由利地域）

（西目地域）

応募総数は21通でした。 ありがとうございます。
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冬道はあせらず急がず、安全運転を
 （11月21日、矢島地域の国道108号で）

ク
ル
マ
の
運
転
に
、
よ
り
一
層
注

意
が
必
要
な
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
ん
の
数
分
を
急
い
で
一
生
後
悔

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
時
間
に
余
裕

を
持
ち
、
用
心
に
用
心
を
重
ね
て
運
転

し
よ
う
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

（
蔵
）

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー

に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
ウ
ィ

ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。
昔
は

休
日
の
た
び
に
ス
キ
ー
を
す
る
の
が
楽

し
み
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
ご
無
沙

汰
に
し
て
い
ま
す
。「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ

て
も
自
転
車
と
同
じ
で
大
丈
夫
」
と
い

わ
れ
る
の
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
久
し
ぶ

り
に
滑
り
に
行
こ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

（
髙
橋
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
手
引
書
）
の
な
い
、

紙
面
づ
く
り
と
い
う
仕
事
。
で

き
る
だ
け
ひ
と
手
間
、
一
工
夫
を
加
え

て
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
最
も

難
し
く…

。
皆
さ
ん
の
声
を
参
考
に
、

一
つ
一
つ
改
善
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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